
お知らせとご案内

☆「2017帰国者への理解を深める県民のつどい」

を開催！
と き 2 月 5 日(日)午前 10時半～

ところ 長野ホテル犀北館

内容 中国帰国者体験発表

満蒙宇開拓平和記念館報告

春節交流会

参加費 一般 2000円 帰国者 1000円 子供 500円
参加を希望される方は 1 月 20 日までに下記までお

申し込みください。

(飯田日中事務局池田 090-4094-2084)

☆ 第４０回日中友好スキー交流会を開催！

と き ２月２５日(土)～２６日(日)
ところ パノラマランド木島平スキー場
参加費 大人・帰国者・学生 11,000円

子供(幼児)7,000 円
日帰りは 5,000 円

中国からの留学生や帰国者の皆さんも参加して、と
ても楽しいスキー交流会です。ぜひ大勢の方のご参
加をお待ちしています。
申込、問い合わせは下記まで。

(飯田日中事務局池田 090-4094-2084)

飯田日中のニュース ２０１７年 １月号 第 ２８２号

7日(土)飯田地区労働福祉団体賀詞交歓会/飯田市

16日(月)2017日中友好新春座談会・新年会/長野市

19日(木)豊丘サロン教室/飯田市にて

19日(木)ピースラボボランティア養成講座/りんご庁舎

28日(土）飯田日中友好協会理事会／飯田市割烹千登勢

28日(土）飯田日中友好協会新春交流会／ 飯田市割烹千登勢

30日(月）阿智サロン教室/阿智村公民館

１
月

の
予

定

先月１２月の活動日誌
5日(月)阿智サロン/阿智村公民館

9日(金)第5回中国語教室/飯田市羽場公民館

11日(日)国際交流の夕べ/南信州飯田産業センター

15日(木)豊丘サロン/豊丘村はつらつ

15日(木) ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座／りんご庁舎
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定例理事会＆新春交流会
定例理事会ならびに新春交流会を下記の通り開催します。

◎理事会／ 1 月 28 日（土）午後 3時30分より

／ 飯田市 割烹千登勢

◎新春交流会／ 理事会終了後、午後5時より

会員の皆さんで新春交流会に参加ご希望の方は１月

23 日までに下記までご連絡をお願いします。事務局池田ま

で (連絡先 090-4094-2084)

新年のあいさつ 飯田日中友好協会会長 清水可晴

中国東北地方友好訪問の旅をとおして、中国との友好交流を高めよう

新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様方におかれましては、お元気で初春を迎えられたこととお慶び申し上げ

ます。今年は日中国交正常化から 45 年の節目の年であります。地方における民間交流
を柱に、「満蒙開拓平和記念館」のある地区協会として平和の大切さを基本に更なる前
進に向け努力し参ります。

昨年 8 月末、「中国東北地方友好訪問の旅」を計画し、25 名の皆さんに参加頂きまし
た。二つのコースが設定され、Ａ班は、方正県伊漢通で立ち寄った家で、身元不明の
日本人孤児『孫さん』と出会い、国策で進めた満蒙開拓の悲劇を現地で知ることとな
り、とても辛い、悔しい思いでお別れをしました。Ｂ班は、戦後 71 年にして、「阿智郷」「南信濃郷」の開拓地な
ど、協会として初めて旧ソ満国境「宝清県」に正式訪問をすることが出来ました。映画『望郷の鐘』の舞台とな
った開拓団跡地等に立ち、手を合わすことが出来ました。さらに、『方正県・宝清県』両人民政府への表敬訪問は、
日中友好交流の意義を再確認するとともに、方正県日本人公募への墓参は、4500 柱の御霊に対し心から哀悼の真
を捧げることが出来ました。

また、昨年 11 月、満蒙開拓平和記念館に『天皇皇后両陛下』がご来館されました。誠に光栄であり名誉なご訪
問でありました。両陛下のご訪問は、私たちの日中友好運動の励みとなりました。最後に、昨年の訪中の旅、両
陛下のご訪問を会員の皆さんと共有し、中国との友好交流を高めたいと思います。会員の皆様方のご多幸をお祈
り申し上げるとともに、当協会事業に一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

＊ 世界各国の文化が共演 ＊

「飯田国際交流の夕べ」盛大に開催

されました。

１２月１１日、南信州飯田産業セン

ターにおいて『飯田国際交流の夕べ』

が開催されました。当日は飯田下伊那

で暮らす世界各国の皆さんが参加して、

ステージでそれぞれに自分の国の紹介

をしたり伝統芸能などが披露を行いま

した。また「ワールドキッチン」ブー

スでは各国の特色ある食事が提供され

ました。

飯田日中友好協会では、恒例となりましたが、中国帰国者のみな

さんによる手作り水餃子を出品しました。会場にあふれんばかりの

参加者からは、「とても美味しい！」と大好評でした。こうした行

事をとおして、隣国中国はもとより世界の人々との交流や理解が深

まっていくことが期待されます。（写真は水餃子提供の日中ブース）


